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今
年
は
、猛
暑
で
始
ま
り
水
害・

台
風・
地
震
と
た
び
重
な
る
天
災

に
見
舞
わ
れ
、
日
本
全
国
に
警
報

が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
須
恵
町
で

も
７
月
５
日
か
ら
７
日
に
豪
雨
に

見
舞
わ
れ
、
数
地
区
で
避
難
所
の

開
設
と
な
り
ま
し
た
。
幸
い
大
き

な
災
害
は
起
こ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、今
後
の
大
き
な
教
訓
と
な
り
、

こ
の
経
験
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
生

か
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
町
長
も
６
月
議
会
で
災
害
に
強

い
町
づ
く
り
を
目
指
す
と
表
明
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
最
後
の
年

に
こ
れ
だ
け
の
天
災
が
起
き
た
こ

と
に
心
し
て
、
自
分
の
命
を
守
る

た
め
に
、
日
頃
よ
り
ど
こ
に
逃
げ

れ
ば
安
全
か
を
常
に
考
え
て
お
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
町
で
も
、
今
後
各
地
区
で
災
害

対
策
が
と
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
に
各
人
が
参
加
を
し
て

行
動
で
き
る
よ
う
に
備
え
ま
し
ょ

う
。
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三
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栄
重

編
集
後
記
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広報特別委員会

議　　長：三⻆　良人

委 員 長：今村　桂子
副委員長：白水　勝元
委　　員：合屋　伸好
委　　員：三⻆　栄重

時代は移り変わっても、守り続けていきたい自然・歴史・文化・人…
須恵町の大切な宝物をご紹介します。

【沿革】
　当館は故・久我五千男（くが いちお）氏の私設美術
館、「久我美術研究展示館」として、昭和54年（1979
年）５月に竣工しました。
　美しい湧き水があり、須恵焼の収集を行っていた
ことなどの条件が立地の決めてとなりました。
　久我氏は昭和59年に急逝され、ご遺族のご厚意に
より、敷地・建物・記念資料を須恵町に寄贈していた
だきました。昭和61年８月に「須恵町立美術センター
久我記念館」と改称して現在に至っています。

【収蔵品】
　須恵焼：�２階に常設展示されています。江戸時代

から明治にかけて須恵町大字上須恵で焼
かれた磁器です。幕末の11代藩主黒

くろ

田
だ

長
なが

溥
ひろ

の代に「磁器御用窯」となりました。
　絵　画：その時々の作家の秀作が展示されています。

【企画展】
　１階は期限を設けて、数々の展示が行われます。
筆者が訪問したときには、九州産業大学造形短期大
学部の大判サイズの写真が展示されており、山笠関
連の美しく高解像度の作品に感激しました。

【その他】
　町内の幼児園、小・中・高校や、町外の大学などと
連携し、多彩なアート（ワークショップ、音楽、演劇）
に触れられる場として、地元の人に親しまれています。
　北九州市や大川市にくらべ、人口２万８千人の小
さな須恵町がもつ公設美術館として、福岡県内では
その存在が際立っています。

館長の荒木照信さん（写真左）と学芸員の山下啓之さん
（写真右）にお話を伺いました。

展示されている須恵焼

所  在  地：須恵町須恵77番地１
電　　話：092‐932‐4987
開館時間：�午前10時～午後５時（ただし、入館は４時30分

まで）
入  館  料：無料（無料駐車場約30台）
休  館  日：�月曜日（休館日が祝祭日の場合は、その翌日）、

盆と年末年始


